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建
築
工
學
科
の
新
設

　
大
正
十
二
年
の
大
震
災
は
、
東
京
横
濱
の
爾
市
は
無
論
の
こ
と
、
隣
接
の
町
村
ま
で
、
其
大
部
分
を
焼
き
彿

つ
た
。
此
の
復
興
の
爲
め
に
は
土
木
と
建
築
の
工
事
が
、
先
駆
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
我
横
濱
高
工
は
此
の
必

要
に
鷹
す
る
爲
め
、
火
事
場
泥
棒
と
は
知
り
つ
瓦
も
、
焼
け
太
り
策
を
講
す
る
こ
と
に
氣
が
付
い
た
。
其
れ
は

土
木
、
建
築
の
二
科
増
設
で
あ
つ
た
。
か
う
し
た
蓮
動
は
、
果
し
て
學
校
長
當
然
の
使
命
で
あ
り
や
、
な
き
や
、

疑
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
今
日
の
如
き
、
又
と
な
き
好
機
會
を
逸
し
て
は
、
何
時
ま
で
立
つ
て
も
、
眞

實
の
内
容
は
兎
も
角
と
し
て
、
學
校
の
表
面
的
膨
脹
と
爽
展
が
期
せ
ら
れ
な
い
。
其
れ
で
學
校
長
は
本
騰
で
あ

る
べ
き
教
育
を
多
少
留
守
に
し
て
火
事
泥
稼
ぎ
の
仕
事
に
取
か
玉
つ
た
。
先
づ
學
校
の
商
議
員
に
諮
っ
た
が
、

何
れ
も
震
災
後
の
杜
會
的
愚
、
田
面
の
必
要
と
學
校
自
騰
の
襲
展
か
ら
、
非
常
に
共
鳴
せ
ら
れ
、
目
的
達
成
に
協
力

を
約
束
せ
ら
れ
た
。
か
く
し
て
内
部
は
全
く
一
致
團
結
し
た
の
で
、
そ
れ
か
ら
當
局
へ
封
し
て
蓮
動
を
始
め
た
9
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原
富
太
郎
・
中
村
房
次
郎
氏
等
の
商
議
員
を
初
め
、
市
か
ら
は
市
會
議
長
の
平
沼
亮
三
氏
な
ど
と
同
伴
し
て
、

再
三
當
時
交
通
不
便
な
東
京
へ
出
張
し
、
文
部
省
當
局
や
、
大
藏
省
の
要
人
に
面
會
し
て
土
木
、
建
築
の
爾
科

の
設
立
を
懇
請
し
た
。
若
し
此
等
の
方
女
の
、
共
鳴
と
協
力
が
な
か
つ
た
な
ら
、
震
災
後
政
府
財
政
の
窮
乏
の

際
此
策
動
は
容
易
に
達
成
し
な
か
つ
た
で
あ
ら
う
。

　
土
木
工
學
税
は
許
可
に
な
ら
な
か
つ
た
こ
と
は
、
甚
だ
淺
念
で
あ
つ
た
が
、
幸
に
し
て
建
築
工
學
科
の
み
が
、

許
可
と
な
つ
て
、
大
正
十
四
年
の
三
月
に
初
め
て
生
徒
を
募
集
し
、
授
業
を
開
始
す
る
こ
と
に
な
つ
た
。
此
れ

は
全
く
我
校
商
議
員
や
、
市
の
有
力
者
の
努
力
の
賜
で
、
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賭

　
私
は
土
木
に
も
、
叉
建
築
に
も
、
全
く
門
外
漢
で
あ
る
。
し
か
し
、
此
爾
科
に
付
い
て
は
、
平
素
か
ら
一
つ

の
理
想
を
持
つ
て
居
つ
た
。
鐵
道
、
道
路
、
港
灘
、
特
に
治
水
の
工
事
は
、
土
木
の
學
科
に
属
し
、
國
家
事
業

の
重
大
な
る
も
の
で
、
所
謂
治
國
平
天
下
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
土
木
の
技
師
と
云
へ
ぼ
、
土

方
の
親
方
と
頭
ふ
様
な
氣
分
が
せ
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
最
高
學
府
の
彼
等
學
徒
が
、
、
見
學
旅
行
の
途
次
土
方
の

歌
を
唱
つ
て
居
る
の
を
聞
く
と
特
に
其
感
を
深
く
し
た
。
彼
等
學
徒
は
國
家
の
経
螢
と
、
民
族
の
嚢
展
に
、
高



逡
な
る
理
想
と
信
念
を
、
土
木
工
學
に
含
蓄
修
養
し
り
』
あ
り
や
否
や
、
最
高
學
府
へ
封
し
常
に
疑
問
を
搏
つ

て
居
つ
た
。
彼
の
日
露
戦
役
後
、
我
國
の
鐵
道
を
廣
軌
に
改
築
す
べ
き
、
．
最
好
の
機
會
を
捉
へ
な
か
つ
た
か
ら
、

終
に
其
の
費
現
を
見
な
か
つ
た
こ
と
は
、
今
日
に
於
て
も
猫
遺
懲
と
す
る
所
で
あ
る
。
中
國
の
上
代
に
禺
が
水

を
治
め
た
こ
と
は
y
隣
國
中
國
に
於
て
、
千
古
の
恩
澤
と
し
て
残
つ
て
居
る
。
土
木
が
箪
な
る
技
術
で
は
な
い
，

其
裏
に
は
國
家
厚
生
の
大
政
治
が
潜
ん
で
居
る
。
又
土
方
や
親
方
の
金
儲
け
や
、
悪
徳
政
治
家
の
利
権
問
題
で

は
な
い
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
土
木
工
學
を
取
む
に
が
し
た
こ
と
が
、
残
念
で
も
あ
り
、
又
一
種
の
淋
し
さ
で
も

あ
つ
た
。
、

　
建
築
は
藝
術
で
あ
り
、
美
術
で
あ
る
。
建
築
か
ら
藝
術
味
を
取
り
去
れ
ば
、
低
級
な
土
木
と
、
何
も
選
ぶ
所

が
な
い
で
あ
ら
う
。
當
代
民
族
の
文
化
を
、
有
形
的
に
永
久
に
騰
す
、
最
も
有
力
な
も
の
が
建
築
で
あ
ら
う
。

奈
良
の
法
隆
寺
を
考
へ
見
て
も
、
明
ら
か
な
事
で
あ
る
。

　
明
治
、
大
正
、
昭
和
三
代
の
文
化
の
象
徴
を
、
東
京
騨
や
、
丸
ビ
ル
や
、
國
會
議
事
堂
に
求
む
る
の
は
、
余

り
に
も
貧
弱
で
あ
る
ど
、
私
と
し
て
は
考
へ
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
俗
悪
で
は
な
か
ら
う
が
、
箪
な
る
酉
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が

洋
文
化
の
模
倣
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
我
大
和
民
族
の
精
神
も
偉
統
も
何
ら
表
現
せ
ら
れ
て
は
居
ら
な
い
。

　
物
理
や
、
化
學
や
、
数
學
や
自
然
科
學
的
の
も
の
は
、
世
界
的
又
人
類
的
の
む
の
で
國
境
が
な
い
。
建
築
は

藝
術
的
で
、
民
族
の
特
色
を
嚢
揮
し
て
、
初
め
て
世
界
文
化
に
寄
與
す
べ
き
で
あ
る
。
當
代
文
化
の
誇
と
し
て

後
世
に
残
し
得
る
建
築
は
、
偉
大
な
る
天
才
、
信
仰
、
宗
教
、
祖
國
愛
に
依
つ
て
、
完
成
せ
ら
れ
得
る
で
あ
ら

う
。
此
理
想
を
以
て
、
建
築
工
學
科
を
有
す
る
學
校
は
、
俗
悪
で
あ
σ
て
は
な
ら
な
い
。

建
築
學
科
の
サ
ル

コ
ッ
シ
ョ

ン
騒
ぎ

　
大
正
十
四
年
に
建
築
工
學
科
が
創
立
せ
ら
れ
、
其
四
月
に
第
一
回
の
新
入
生
が
入
學
し
た
。
其
年
の
十
月
三

十
日
に
恒
例
の
、
創
立
記
念
祭
も
盛
大
に
暴
行
し
た
直
後
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
一
夕
建
築
學
科
の
學
生
籔
名
が
、

私
の
根
岸
町
の
私
宅
に
來
訪
し
た
。
早
速
面
會
し
て
見
る
と
、
彼
等
の
様
子
が
一
寸
お
か
し
い
。
何
か
事
件
が

あ
つ
た
か
な
と
私
に
、
豫
感
を
與
へ
た
。



　
彼
等
の
訴
へ
る
虞
は
次
の
如
く
で
あ
つ
た
。

　
中
村
順
平
教
授
は
建
築
工
學
科
の
一
年
生
を
、
甲
乙
丙
の
三
つ
に
差
別
し
た
。
甲
は
製
圖
の
教
室
に
於
て
丙

を
指
導
し
、
且
鞭
鑓
す
る
も
の
と
す
。
丙
は
指
導
せ
ら
れ
る
代
り
に
、
甲
の
命
令
に
絶
封
服
從
す
る
の
義
務
が

あ
る
。
甲
の
命
令
な
ら
、
丙
は
甲
の
爲
め
に
煙
草
を
買
び
に
や
ら
れ
た
り
、
辮
當
の
注
文
ま
で
使
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
乙
は
猫
立
自
主
に
し
て
、
甲
丙
と
何
等
の
交
渉
を
持
た
な
い
。
丙
は
サ
ル
コ
肱
シ
ョ
ン
と
呼
ぼ
れ
、

豚
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
一
年
生
の
多
藪
は
サ
ル
コ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
蔑
硯
も
甚
し
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。

猫
右
の
趣
旨
を
製
圖
の
教
室
に
、
歴
然
と
掲
示
せ
ら
れ
た
。
此
掲
示
は
抑
≧
學
校
長
の
命
令
か
、
將
叉
許
可
し

た
も
の
か
と
、
血
色
を
攣
へ
て
私
に
明
答
を
迫
る
の
で
あ
つ
た
。

　
勿
論
私
に
は
此
事
件
は
、
寝
耳
に
氷
で
あ
つ
た
。
併
し
中
村
君
は
一
風
攣
つ
た
人
塾
や
と
兼
て
思
つ
て
居
た

が
、
愈
以
て
其
本
性
を
顯
は
し
て
來
た
な
と
、
心
の
中
で
は
痛
快
な
感
じ
も
せ
ら
れ
た
。
併
し
此
れ
は
現
在
教

育
の
形
式
で
は
な
い
。
瞥
封
建
時
代
の
私
塾
風
を
思
は
し
む
る
も
の
が
あ
つ
て
、
楡
快
な
黙
が
あ
る
。
教
師
其

人
を
得
れ
ぱ
此
の
や
り
方
は
、
頗
る
効
果
的
の
教
育
方
法
で
あ
る
。
今
の
詰
込
み
主
義
教
育
に
封
し
て
、
讐
か
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に
一
服
の
清
涼
剤
で
あ
る
。
よ
し
私
は
中
村
君
を
後
援
し
、
塾
風
教
育
を
我
高
工
の
一
隅
に
、
襲
育
せ
し
め
よ

う
と
腹
の
中
で
は
決
心
し
た
。
其
虚
で
私
は
彼
等
の
詰
問
に
封
し
て
、
命
令
し
た
と
も
、
叉
許
可
し
た
と
も
容

易
に
明
答
を
與
へ
な
い
。
彼
等
が
右
を
指
せ
ば
、
私
は
左
へ
向
き
、
左
を
指
せ
ば
、
右
へ
向
き
、
其
間
六
に
説

教
を
し
た
り
、
誠
刺
を
し
た
ひ
、
或
は
顧
み
て
他
を
云
ふ
た
妙
、
自
分
な
が
ら
も
頗
る
不
得
要
領
で
あ
る
か
な

と
、
心
の
中
で
苦
笑
し
つ
玉
、
其
夜
は
物
別
れ
と
な
つ
た
。

　
學
校
長
と
し
て
、
此
腸
題
を
取
扱
へ
ば
、
勿
論
學
生
側
の
勝
利
で
、
學
校
の
敗
北
で
あ
る
。
兎
に
角
厄
介
な

事
件
で
あ
る
に
相
違
な
い
。
從
つ
て
彼
等
と
難
も
、
そ
れ
で
納
ま
る
筈
も
な
い
。
幾
回
か
交
渉
を
重
ね
た
が
、

私
は
中
村
君
と
其
闇
、
一
回
も
何
等
協
議
も
交
渉
も
し
な
か
つ
た
。
抑
ぐ
此
間
題
は
中
村
君
が
始
め
た
も
の
で

あ
る
か
ら
、
當
然
中
村
君
が
、
其
始
末
を
付
け
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
中
村
君
が
勝
つ
か
、
生
徒
が
勝
つ
か
、

私
は
今
暫
く
傍
観
す
る
こ
と
』
し
た
。
學
校
長
の
罐
威
を
以
て
、
采
配
を
上
げ
る
こ
と
は
、
學
校
創
立
玖
來
、

私
が
希
望
す
る
學
風
樹
立
の
本
旨
に
逆
行
す
る
も
の
と
し
て
、
私
は
放
任
主
義
を
取
つ
た
。

　
庭
が
中
村
教
授
と
多
藪
生
徒
と
の
間
、
意
見
の
一
致
を
見
す
、
益
汝
双
方
の
感
情
が
激
成
し
て
、
終
に
多
数
の



生
徒
は
、
製
圖
室
か
ら
各
自
の
机
、
椅
子
を
取
り
出
し
、
バ
ラ
ッ
ク
講
堂
の
．
片
隅
に
持
ち
込
み
、
獅
立
の
旗
上

げ
を
し
た
。
而
し
て
私
に
向
つ
て
適
當
な
る
教
師
を
要
求
し
た
。
託
庭
ま
で
襲
展
し
て
來
て
は
、
最
早
私
の
力

で
は
、
打
つ
て
一
丸
と
な
し
、
還
元
す
る
こ
と
が
禺
來
な
い
。
私
は
直
ち
に
彼
等
獅
立
派
の
請
ぴ
を
容
れ
で
、

新
に
講
師
と
し
て
、
阿
部
美
樹
志
博
士
を
招
聰
し
て
、
彼
等
を
納
得
せ
し
め
た
。

　
此
の
混
慰
は
大
事
件
で
は
あ
つ
た
が
、
建
築
學
科
の
片
隅
で
起
り
、
片
隅
で
片
付
い
て
、
何
等
の
飴
波
を
學

校
の
他
の
部
に
及
ぼ
さ
な
か
つ
た
。

　
只
嘆
す
べ
き
は
斯
の
如
く
に
し
て
、
第
一
期
の
建
築
科
の
學
生
は
、
全
く
二
つ
に
分
れ
た
こ
と
で
あ
つ
た
。

之
は
叉
箪
な
る
分
別
で
な
く
、
犬
猿
昊
越
の
如
き
關
係
が
、
彼
等
双
方
の
一
部
に
生
じ
、
初
め
の
間
ぱ
、
多
少

不
穏
の
事
ま
で
耳
に
し
た
が
、
私
と
し
て
は
別
に
氣
に
も
せ
す
、
放
任
し
て
置
い
た
が
、
次
第
に
問
題
も
な
く

な
砂
、
一
年
を
過
ぎ
二
年
と
去
り
、
終
に
彼
等
も
卒
業
の
間
際
に
近
づ
い
た
。
毎
年
第
三
學
期
の
半
に
な
る
と
、

各
科
の
三
年
生
は
、
教
師
を
招
待
し
て
、
謝
恩
會
を
催
す
こ
と
は
、
慣
例
で
あ
つ
た
。
建
築
科
で
は
二
つ
の
謝

恩
會
の
開
催
が
必
要
な
の
で
、
私
と
し
て
は
甚
だ
心
外
と
せ
ね
ぼ
な
ら
な
か
つ
た
。
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其
頃
既
に
高
工
と
高
商
と
の
野
球
定
期
職
は
、
毎
年
初
夏
の
頃
、
横
濱
年
中
行
事
の
呼
び
物
の
一
つ
と
な
り
、

非
常
に
入
氣
を
集
め
た
も
の
で
あ
つ
た
。
從
つ
て
爾
校
の
鷹
援
は
又
頗
る
盛
大
で
、
感
援
團
長
の
名
は
、
校
内

は
勿
論
、
市
民
の
野
球
フ
ァ
ン
の
内
に
も
、
能
く
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
當
時
の
我
校
の
悪
援
酎
長
は
建

築
科
三
年
の
佐
女
木
武
雄
君
で
あ
つ
た
。
無
論
彼
は
サ
ル
コ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
入
で
、
獄
立
涯
の
頭
目
で
あ
つ
た
，

　
卒
業
も
迫
る
第
三
學
期
の
一
日
、
私
は
佐
女
木
を
呼
び
、
君
は
野
球
の
感
援
團
長
と
し
て
、
見
事
な
活
動
を

し
て
、
大
い
に
男
を
上
げ
た
こ
と
は
、
實
に
賞
讃
に
値
す
る
。
然
る
に
君
の
級
は
不
幸
に
し
て
、
一
年
以
來
二

つ
に
分
れ
て
、
反
目
し
融
和
を
歓
い
て
居
る
。
此
儘
卒
業
し
我
校
建
築
科
の
第
一
回
出
身
者
と
し
て
、
融
會
に

雄
飛
す
る
に
、
心
残
り
が
な
い
か
。
我
輩
も
此
黙
に
於
て
頗
る
遺
憾
と
す
る
。
君
が
團
長
と
し
て
磨
き
上
げ
た

男
で
、
此
際
醤
來
の
行
掛
り
を
一
掃
し
て
、
手
を
打
つ
て
融
和
一
團
と
な
り
、
卒
業
し
て
行
く
方
策
を
講
す
る

こ
と
を
、
我
輩
が
君
の
男
に
期
待
す
る
が
、
如
何
で
あ
ら
う
と
説
い
た
。
庭
が
彼
は
即
座
に
快
譜
し
て
、
間
も

な
く
其
れ
が
實
現
し
た
。
今
の
本
町
四
丁
目
の
若
尾
ビ
ル
七
階
の
料
亭
で
、
建
築
學
科
の
謝
恩
會
が
、
師
弟
相

會
し
て
催
さ
れ
、
一
年
生
以
來
の
サ
ル
コ
ッ
シ
・
ン
問
題
は
目
出
度
解
消
霧
散
し
た
。
之
で
私
も
安
心
も
し
又



大
い
に
愉
快
で
あ
つ
た
。

　
中
村
教
授
も
サ
ル
コ
ッ
シ
ョ
ン
問
題
は
、
四
園
の
歌
勢
を
顧
慮
せ
歩
、
飴
り
率
直
、
且
つ
急
激
に
、
實
施
し

た
事
が
、
失
敗
の
原
因
で
あ
つ
た
こ
乏
を
、
悟
つ
た
様
で
あ
つ
た
。
そ
れ
以
後
の
中
村
君
は
、
サ
ル
コ
ッ
シ
ョ

ン
の
形
式
は
と
に
か
く
と
し
て
も
、
教
育
の
サ
ル
コ
ッ
シ
ョ
ン
精
神
は
捨
て
す
、
徐
汝
と
中
村
塾
風
を
、
官
立

高
工
内
に
樹
立
し
た
こ
と
は
、
我
建
築
科
の
特
質
で
、
全
國
に
其
名
聲
を
昂
揚
し
た
こ
と
は
、
偉
と
す
べ
き
で

あ
る
o

　
昭
和
十
三
年
に
私
は
識
地
に
あ
る
校
友
慰
問
の
た
め
、
中
國
の
各
地
を
旅
行
し
た
際
、
満
洲
を
通
過
し
、
中

村
門
下
出
身
の
諸
氏
が
、
満
洲
の
建
築
の
貢
献
に
一
頭
地
を
抜
い
て
居
る
事
實
を
見
て
、
非
常
に
力
輯
き
感
じ

を
催
し
た
。
相
當
な
資
金
を
バ
ッ
ク
と
し
て
、
中
村
君
を
し
て
自
由
に
一
建
築
學
校
を
経
螢
せ
し
め
ぼ
、
サ
ゾ

面
白
い
成
績
が
上
ぴ
ら
れ
る
で
あ
ぢ
う
と
、
私
は
想
像
す
る
。
中
村
君
の
様
な
人
は
、
他
か
ら
束
搏
を
受
け
た

む
、
牽
制
を
受
け
る
こ
と
を
、
一
番
い
や
が
る
ご
と
で
あ
ら
う
。
中
村
君
の
官
立
學
校
生
活
は
、
多
分
の
苦
痛

で
あ
つ
た
こ
と
に
同
情
す
る
。
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三
二

中

村

質

卒

君

　
建
築
工
學
科
の
創
立
と
共
に
、
此
が
初
代
の
教
授
と
し
て
、
私
の
理
想
と
す
る
藝
術
に
基
礎
を
置
き
、
横
濱

高
工
建
築
科
の
學
風
を
樹
立
し
得
る
、
堪
能
な
人
物
を
物
色
し
た
。
所
が
東
京
の
曾
根
中
條
建
築
事
務
所
に
、

中
村
順
平
と
云
ふ
一
寸
風
攣
り
の
、
名
古
屋
高
工
出
身
者
で
、
佛
國
に
留
學
し
て
修
業
し
た
人
が
居
る
こ
と
を

或
人
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。

　
曾
根
達
藤
博
士
は
、
私
の
前
任
校
で
あ
る
藏
前
高
工
の
商
議
員
で
あ
り
、
且
つ
博
士
の
令
弟
は
京
都
同
志
肚

に
於
け
る
私
の
同
級
生
で
あ
つ
た
。
そ
亡
で
早
蓮
同
事
務
所
を
尋
ね
て
、
曾
根
・
中
條
爾
氏
に
面
談
し
、
中
村

君
0
人
物
造
詣
等
に
就
き
聞
き
た
マ
し
、
爾
氏
の
紹
介
を
得
て
、
日
本
倶
樂
部
で
、
初
め
て
中
村
順
平
君
に
面

禽
し
た
。



　
初
封
面
か
ら
、
私
は
中
村
君
の
人
物
に
傾
倒
し
、
是
非
此
人
を
招
聴
し
た
い
と
考
へ
、
色
六
と
建
築
科
の
件

に
就
き
、
話
題
を
交
換
し
た
が
、
生
徒
募
集
人
員
の
間
題
に
於
て
全
く
行
き
請
つ
た
。
生
徒
募
集
定
員
は
毎
年

四
十
名
と
、
官
制
に
よ
り
規
定
せ
ち
れ
居
り
、
學
校
の
豫
算
も
、
・
そ
れ
に
依
つ
て
編
成
せ
ら
れ
て
居
ゆ
、
學
校

長
の
勝
手
で
左
右
出
來
な
い
こ
と
で
あ
つ
た
。
中
村
君
は
一
學
級
の
定
員
は
、
五
名
乃
至
六
名
で
な
け
れ
ば
、

眞
の
教
育
は
出
來
な
い
と
て
、
頑
強
に
主
張
せ
ら
れ
る
の
で
、
初
封
面
で
は
結
論
に
達
し
得
な
か
つ
た
。
併
し

乍
ら
私
は
こ
れ
は
愉
快
じ
や
、
自
分
の
教
育
上
の
信
念
を
貫
徹
す
る
爲
に
、
官
制
も
學
校
の
豫
算
も
、
平
氣
で

無
硯
し
て
居
る
。
全
く
學
者
た
る
面
目
の
一
面
を
髪
髭
さ
し
て
居
る
中
村
君
は
決
し
て
俗
物
で
は
な
い
。
し
か

し
肝
馬
か
も
知
れ
な
い
。
野
馬
御
し
難
け
れ
ば
、
野
放
し
に
し
て
置
く
と
、
中
村
君
が
頑
張
れ
ば
頑
張
る
程
、

私
ば
執
拗
に
喰
下
が
つ
て
、
藪
回
の
面
談
を
重
ね
て
、
漸
く
十
名
を
減
じ
て
三
十
名
の
定
員
で
折
合
ひ
が
つ
い

た
。
次
に
待
遇
間
題
に
就
い
て
は
、
お
互
に
何
事
も
談
合
し
な
か
つ
た
が
、
私
は
猫
自
の
考
へ
で
中
村
君
を
高

等
官
と
し
て
上
申
し
た
。
之
が
法
制
局
で
引
か
』
つ
た
。
宮
歴
の
な
い
も
の
鼠
初
任
は
高
等
官
六
等
以
上
に
す

る
こ
と
が
出
來
な
い
と
て
、
私
の
繹
鯛
が
誌
か
れ
な
か
つ
た
。
其
塵
で
曾
根
・
中
條
の
爾
氏
に
相
談
し
た
所
、

雨
氏
は
中
村
君
は
佛
國
の
ア
カ
デ
ミ
ー
の
會
員
で
あ
る
。
其
の
資
格
は
佛
國
に
於
て
は
、
頗
る
名
轡
に
値
す
る
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も
の
で
あ
る
。
法
制
局
が
そ
の
會
員
の
資
格
に
不
案
内
で
あ
れ
ば
、
佛
國
大
使
館
へ
聞
き
合
せ
れ
ば
能
く
分
か

る
で
あ
ら
う
。
併
し
法
制
局
が
大
使
館
へ
聞
き
合
せ
を
し
て
、
恥
を
か
玉
ぬ
御
注
意
が
大
切
で
す
よ
と
、
切
り

出
し
て
見
て
は
ど
う
で
す
と
、
私
に
入
智
慧
を
し
て
く
れ
た
の
で
、
私
は
こ
の
入
智
慧
で
再
度
法
制
局
へ
出
頭

し
て
、
や
つ
と
無
事
に
解
決
が
出
來
た
。

　
中
村
君
は
曾
根
・
中
條
爾
氏
か
ら
非
常
に
愛
せ
ら
れ
て
居
つ
た
様
に
見
え
た
。
爾
氏
と
も
中
村
君
に
家
庭
を

持
つ
様
に
渤
誘
し
て
く
れ
よ
と
、
度
汝
私
へ
懇
切
な
依
囑
が
あ
つ
た
。
私
は
二
度
中
村
君
へ
適
當
な
女
性
を
見

出
し
て
、
見
合
ひ
の
爲
眞
を
提
出
し
た
。
二
度
と
も
中
村
君
は
異
儀
な
く
受
領
せ
ら
れ
た
が
、
可
否
も
語
ら
す
、

漸
り
も
せ
す
、
爲
眞
も
返
へ
さ
す
、
う
や
む
や
に
間
題
を
握
り
潰
し
て
し
ま
つ
た
。
藝
術
家
で
あ
る
中
村
君
は
、

二
六
時
中
ヴ
イ
ナ
ス
や
、
ギ
リ
シ
ヤ
美
人
の
彫
刻
や
塑
像
を
眺
め
て
居
る
の
で
、
東
洋
型
の
美
人
が
、
氣
に
入

ら
ぬ
も
の
と
、
私
も
諦
め
て
し
ま
っ
た
。
と
う
く
中
村
君
は
六
十
幾
歳
の
今
日
ま
で
猫
身
で
暮
ら
し
て
居
る
。

ま
だ
望
み
の
な
き
も
の
に
や
。



　
中
村
君
は
赴
任
後
冊
も
な
き
時
、
會
計
課
へ
行
き
俸
給
を
講
求
も
た
。
金
が
な
く
な
つ
た
ち
、
會
計
へ
行
け

ば
、
何
時
で
も
渡
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
つ
た
ら
し
い
。
如
何
に
も
中
村
君
ら
し
い
の
で
、
異
例
で
あ
る
が
凸

會
計
と
相
談
し
て
、
俸
給
前
渡
の
便
法
を
講
じ
た
o

　
之
は
叉
君
が
赴
任
後
、
何
歳
月
を
経
た
時
の
一
日
、
校
長
室
は
何
所
か
と
尋
ね
て
居
る
。
傍
に
ゐ
た
人
が
君

は
ま
だ
校
長
室
が
何
魔
か
知
ら
な
い
の
か
と
い
ぶ
か
る
と
、
「
校
長
な
ん
か
に
滅
多
に
用
が
な
い
か
ら
、
知
る
必

要
が
な
か
つ
た
」
と
す
ま
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
事
が
、
人
を
し
て
中
村
君
が
奇
人
で
あ
る
と
か
、
攣

人
で
あ
る
と
か
、
常
識
不
足
の
入
で
あ
る
と
か
と
、
思
は
し
む
る
こ
と
が
な
い
で
も
な
い
。
併
し
中
村
君
は
奇

人
で
も
、
攣
人
で
も
な
い
。
又
常
識
不
足
の
人
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
中
村
君
は
純
情
奉
直
の
人
で
駆
他
人
に

良
く
思
つ
て
も
ら
う
と
か
、
他
人
か
ら
自
分
を
高
く
評
債
し
て
も
ら
う
と
か
、
私
の
最
も
少
い
人
で
あ
る
。
他

か
ら
牽
制
さ
れ
た
り
、
束
縛
を
受
け
た
り
す
る
こ
と
を
最
も
忌
み
嫌
ふ
人
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
即
ち
所
謂
自
由

人
で
あ
る
。
古
の
聖
賢
は
能
く
赤
子
を
云
ぴ
、
赤
子
を
讃
美
し
て
居
る
。
中
村
君
は
時
に
は
全
く
赤
子
の
様
で

あ
る
と
私
は
思
ふ
。

三
五
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中
村
君
は
或
時
私
の
宅
を
訪
れ
た
。
玄
關
ま
で
迎
へ
に
行
く
と
、
常
な
ら
ぬ
顔
色
を
し
て
居
る
。
私
に
一
禮

す
る
と
、
中
村
君
ば
言
下
に
中
條
先
生
が
死
ん
だ
と
泣
き
出
し
た
。
終
に
座
に
上
ら
す
、
玄
關
か
ら
泣
き
つ
玉

そ
の
ま
』
露
つ
て
し
ま
つ
た
。
私
は
慰
め
様
も
な
か
つ
た
が
、
後
を
見
送
り
其
ま
～
玄
關
に
立
ち
な
が
ら
、
な

ん
と
純
情
な
人
で
あ
ら
う
、
な
ん
と
人
情
味
の
あ
る
人
で
あ
ら
う
、
所
謂
古
聖
の
赤
子
の
如
き
人
で
あ
る
と
、

痛
く
私
を
感
激
せ
し
め
た
。

　
或
時
叉
中
村
君
は
私
を
訪
ね
て
來
た
。
相
封
座
し
た
所
、
中
村
君
の
氣
色
が
至
極
悪
い
。
何
か
事
件
が
あ
つ

た
な
と
、
私
は
直
畳
し
た
。
君
は
徐
ろ
に
口
を
切
つ
て
、
自
分
は
辞
職
し
た
い
、
學
生
か
ら
信
用
が
な
い
と
て
、

可
な
り
興
奮
し
て
居
る
様
子
で
．
あ
る
。
理
由
を
嘉
き
た
繋
す
と
、
高
工
時
報
で
建
築
科
の
學
生
が
、
中
村
君
の

悪
口
を
書
い
た
と
の
事
で
あ
つ
た
。
幸
ひ
私
の
机
上
に
時
報
が
あ
つ
た
の
で
、
そ
の
記
事
を
見
る
と
、
中
村
君
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ち

の
事
を
。
へ
ー
さ
ん
ぺ
ー
さ
ん
、
と
所
汝
に
書
い
て
あ
る
の
を
見
出
し
た
。
こ
れ
は
勿
論
中
村
君
の
順
平
の
平
で
、

平
素
か
ら
學
生
問
の
愛
繕
で
あ
つ
た
ら
し
い
σ
私
は
笑
つ
て
こ
れ
は
信
任
問
題
で
も
辞
職
問
題
で
も
な
い
。
こ

れ
は
全
く
滑
稽
な
ユ
ー
モ
ア
問
題
で
あ
る
。
寧
ろ
君
へ
封
す
る
喜
ぶ
べ
き
無
邪
氣
な
愛
構
で
あ
る
と
解
繹
し
て

も
、
容
易
に
承
知
し
て
く
れ
な
い
。
そ
こ
で
私
は
書
棚
か
ら
中
國
の
林
悟
堂
の
著
作
で
あ
る
一
，
書
を
引
出
し
、



次
の
事
項
を
中
村
君
に
示
し
た
。
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R
は
現
實
主
義
、
D
は
夢
、
H
は
ユ
ー
モ
ア
、
S
は
感
受
性
で
あ
る
。
之
ぱ
國
民
性
を
方
程
式
で
表
は
し
た
も

の
で
、
猫
此
外
に
猫
逸
や
露
國
等
が
暴
け
ら
れ
て
居
る
。
私
は
林
悟
堂
の
著
書
を
好
ん
で
讃
み
、
彼
の
思
想
に
共

鳴
す
る
所
が
多
い
が
、
日
本
人
を
以
て
世
界
各
國
中
で
、
最
も
貧
弱
な
ユ
ー
モ
ア
の
所
持
者
と
し
て
居
る
の
に

は
大
に
不
満
で
、
林
悟
堂
の
認
識
不
足
に
柳
か
不
信
用
で
あ
つ
た
。
右
の
表
に
よ
る
と
、
佛
國
人
は
最
も
豊
富

な
ユ
τ
モ
ア
の
持
主
で
あ
る
が
、
そ
の
佛
國
に
學
び
、
佛
國
の
藝
術
に
あ
こ
が
れ
を
待
つ
君
で
さ
へ
ぺ
ー
さ
ん

の
ユ
ー
モ
ア
を
解
せ
な
い
と
す
れ
ば
、
林
悟
堂
は
認
識
不
足
で
な
い
、
我
輩
こ
そ
認
識
不
足
で
あ
つ
た
。
さ
す

が
に
林
悟
堂
は
、
中
國
一
流
の
評
論
家
叉
交
士
で
あ
る
。
頭
が
下
が
る
と
、
大
に
林
悟
堂
を
賞
讃
し
た
。
中
村

君
は
沈
黙
し
て
、
こ
の
書
物
を
暫
く
拝
借
し
て
行
く
と
て
持
ち
齢
り
、
其
れ
で
問
題
は
完
全
に
解
決
し
た
。
中
隆

村
君
は
決
し
て
頑
固
者
で
は
な
払
。
主
張
を
主
義
を
堅
固
に
把
握
し
て
居
る
の
み
で
あ
る
。
眞
に
悟
れ
ば
忽
ち

に
し
て
、
淡
六
豹
攣
し
て
、
更
に
執
着
す
惹
所
は
な
い
。
實
に
君
子
入
な
る
か
な
で
あ
る
。
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中
村
君
の
如
き
人
を
、
我
が
高
工
が
持
つ
た
こ
と
は
、
非
常
に
幸
福
で
あ
つ
た
と
私
は
思
ふ
。
不
幸
に
し
て

時
世
は
、
中
村
君
を
し
て
自
由
に
そ
の
手
腕
を
護
揮
せ
し
め
得
な
か
つ
た
。
特
に
戦
時
中
は
そ
う
で
あ
つ
た
。

私
は
高
工
の
建
築
科
を
思
へ
ば
中
村
教
授
を
思
ひ
、
中
村
教
授
を
思
へ
ば
我
が
建
築
科
を
思
び
出
さ
す
に
は
居

ら
れ
な
い
。
眞
に
忘
れ
得
ぬ
人
で
あ
る
。
雑
誌
リ
ー
ダ
ー
ズ
・
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
に
、
屋
汝
忘
れ
得
ぬ
人
汝
と
題

す
る
文
が
揚
げ
ら
れ
て
居
る
。
原
文
は
忘
れ
得
ぬ
マ
ン
で
な
く
、
忘
れ
得
ぬ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。
私
に
は

中
村
君
は
忘
れ
得
ぬ
キ
ャ
ラ
ク
ク
｝
で
あ
る
い

大

陸

金
臼

　
横
濱
高
工
の
使
命
の
一
つ
に
、
海
外
襲
展
が
あ
つ
た
。
浪
に
高
工
の
徽
章
は
そ
れ
を
表
顯
し
て
居
る
。
私
は

競
高
工
に
海
外
護
展
を
目
標
と
す
る
會
を
作
り
た
い
と
思
つ
た
が
、
學
生
良
身
の
創
意
か
ら
嚢
足
し
た
も
の
で

な
け
れ
ば
、
我
校
に
は
適
切
で
な
い
こ
と
を
思
ひ
、
そ
の
意
識
で
學
生
を
指
導
し
つ
～
、
時
機
の
到
來
を
待
つ



て
居
つ
た
。
虚
が
大
正
十
四
年
に
外
務
省
の
文
化
事
業
部
で
帝
國
大
學
、
實
業
專
門
學
校
及
び
高
等
學
校
よ
り

な
る
代
表
學
生
十
七
名
の
支
那
満
洲
旅
行
見
學
團
を
組
織
し
、
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
出
張
せ
し
む
る
事
に
な

っ
た
。
而
し
て
そ
の
團
長
と
し
て
外
務
省
の
依
頼
で
私
が
當
る
事
に
な
つ
た
。
一
行
は
朝
鮮
を
経
て
北
は
ハ
ル

ビ
ン
、
南
は
上
海
・
杭
州
ま
で
、
約
一
ク
月
間
の
硯
察
見
學
を
し
た
。
館
校
の
後
、
私
は
學
校
は
勿
論
各
所
で

観
察
旅
行
談
を
試
み
た
。

　
こ
の
旅
行
が
動
機
と
な
つ
て
、
學
生
中
に
海
外
事
情
を
研
究
す
る
た
め
一
つ
の
會
を
組
織
す
る
氣
蓮
が
動
き

出
し
た
。
鷹
用
化
學
科
の
學
生
比
嘉
樽
吉
、
齋
藤
興
次
（
改
姓
佐
藤
）
（
比
嘉
君
は
卒
業
後
後
藤
伯
の
鞄
持
ち
と

な
り
伯
の
邸
に
あ
り
七
が
不
幸
短
命
に
て
逝
く
）
の
爾
君
は
之
が
た
め
非
常
に
努
力
奔
走
し
て
愈
辻
海
外
稜
展

の
た
め
の
會
の
成
立
を
見
る
様
に
な
つ
た
。
私
は
大
陸
會
と
命
名
し
た
。
會
長
に
後
藤
新
平
伯
を
押
立
て
ん
と

計
叢
し
、
一
日
麻
布
の
後
藤
伯
邸
に
伺
候
し
、
大
陸
會
汝
長
に
な
ら
れ
ん
こ
と
を
懇
請
し
た
。
伯
は
大
陸
會
の

設
立
に
は
大
賛
成
で
あ
る
が
、
自
分
は
會
長
に
な
ら
な
い
。
會
長
は
お
前
が
當
然
な
る
べ
き
で
あ
る
と
却
て
渤

誘
を
受
け
た
。
然
ら
ば
私
は
會
長
に
な
り
ま
す
が
、
閣
下
が
是
非
會
員
に
な
つ
て
頂
き
度
い
の
で
あ
る
が
、
そ
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九



れ
で
差
支
へ
な
き
や
と
申
出
た
庭
、
伯
は
結
構
で
あ
る
と
て
、

　
　
　
　
　
　
　
四
〇

大
陸
會
の
イ
の
一
番
の
會
員
に
な
ら
れ
た
。

　
大
正
十
四
年
十
月
三
日
大
陸
會
は
學
校
の
講
堂
に
て
盛
大
な
る
震
會
式
を
墨
行
し
た
。
後
藤
伯
は
態
汝
東
京

か
ら
來
臨
せ
ら
れ
、
一
場
の
講
演
を
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
大
陸
會
に
取
つ
て
實
に
有
砂
難
き
事
で
あ
つ
た
。
私

は
嚢
會
式
の
挨
拶
で
、
我
日
本
は
島
國
で
あ
る
。
併
し
我
汝
は
島
國
根
性
の
悪
所
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
大
陸
會
と
云
ふ
名
欝
は
、
日
本
國
は
島
國
で
は
な
い
、
亜
細
亜
大
陸
と
陸
績
き
で
そ
の
東
海
岸
を
な
し
て

居
る
も
の
と
考
へ
た
所
か
ら
出
稜
し
た
も
の
で
あ
る
。
政
治
も
、
産
業
も
、
経
濟
も
、
外
交
も
、
教
育
も
皆
こ

の
根
本
精
神
か
ら
樹
立
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
之
が
大
陸
會
の
名
構
あ
る
所
以
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
、
併
せ
ー

て
先
般
の
旅
行
覗
察
が
ら
、
萬
里
の
長
城
の
解
説
を
試
み
た
。
萬
里
の
長
城
は
世
界
最
大
の
土
木
工
事
で
あ
る

と
て
、
世
界
の
驚
異
で
あ
る
埃
及
の
三
角
塔
に
比
較
し
て
百
倍
近
く
の
大
規
模
で
あ
り
、
そ
の
築
造
に
要
し
た

人
夫
藪
や
、
そ
の
石
材
等
に
就
き
現
時
の
計
算
に
て
幾
億
圓
の
大
工
事
で
あ
る
と
て
、
秦
の
始
皇
帝
を
宣
揚
し
、

．
且
つ
漢
民
族
の
た
め
氣
焔
を
揚
け
た
。
後
で
大
風
呂
敷
で
謁
は
れ
た
後
藤
伯
か
ら
、
お
前
も
随
分
吹
く
ネ
ー
と

譜
誰
を
加
へ
ら
れ
た
が
、
私
は
そ
れ
を
一
種
の
光
榮
と
し
て
今
猫
記
憶
し
て
居
る
。



　
大
陸
會
は
學
校
内
の
み
な
ら
す
、
市
民
間
に
も
多
薮
の
會
員
を
持
つ
て
居
た
。
會
合
の
時
に
厘
ぐ
出
席
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご

れ
た
名
士
の
内
に
、
多
年
衆
議
院
議
員
と
し
て
盛
名
の
あ
つ
た
守
屋
此
助
氏
が
あ
つ
た
。
守
屋
氏
は
大
陸
會
と

云
ふ
名
構
は
大
に
氣
に
入
つ
た
と
云
は
れ
、
會
の
有
力
な
る
支
持
者
で
あ
つ
た
。
又
大
陸
會
で
講
演
し
た
名
士

も
藪
多
く
あ
つ
た
が
、
當
時
．
南
洋
を
覗
察
し
て
蹄
朝
し
た
藤
山
雷
太
氏
の
講
演
な
ど
は
今
術
記
憶
し
て
居
る
。

　
大
陸
會
の
事
業
と
し
て
は
、
叉
毎
年
夏
期
に
満
洲
及
中
國
旅
行
團
を
作
り
、
旅
費
を
補
助
し
て
若
干
の
學
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
e

を
見
學
の
凌
め
串
張
せ
し
め
る
の
が
恒
例
事
業
で
あ
つ
た
。
時
に
は
こ
の
一
行
に
市
民
の
會
員
も
滲
加
し
た
。

叉
二
回
か
三
回
か
忘
れ
た
が
亜
米
利
加
ま
麺
観
察
旅
行
を
延
長
し
た
。
そ
れ
は
大
阪
商
船
會
置
の
シ
ャ
ト
ル
航

路
の
船
に
船
員
と
し
て
便
乗
し
、
舶
が
シ
ャ
ト
ル
に
約
二
週
間
滞
船
の
間
に
適
宜
に
上
陸
、
覗
察
す
る
の
で
あ

つ
た
。
間
も
な
く
大
阪
商
船
が
シ
ャ
ト
ル
航
路
を
慶
止
し
た
爲
め
、
淺
念
な
が
ら
北
米
旅
行
も
自
然
中
止
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
つ
た
。

　
柳
條
溝
事
件
を
獲
端
と
し
た
満
洲
事
攣
が
勃
襲
す
る
や
、
直
ち
に
大
陸
會
は
學
生
二
名
を
満
洲
に
派
遣
し
、

實
欺
を
親
察
せ
し
め
、
蹄
朝
後
大
い
に
事
攣
の
眞
相
を
知
ら
し
て
市
民
の
畳
醒
を
促
が
し
た
が
、
其
後
大
陸
の
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四
二

風
雲
益
急
を
告
げ
、
後
に
は
國
家
の
存
亡
を
賭
す
る
大
戦
雫
に
ま
で
嚢
展
し
た
。
大
陸
會
は
如
何
な
る
故
か
、

大
陸
の
戦
雲
が
愈
≧
濃
密
と
な
る
に
つ
れ
、
そ
の
反
封
に
活
動
ぱ
益
汝
稀
薄
に
な
り
、
今
日
に
於
て
は
そ
の
存

在
す
ら
不
明
に
な
つ
た
こ
と
は
返
す
ぐ
も
残
念
至
極
で
あ
る
と
云
ふ
べ
き
で
あ
る
。
　
（
昭
和
十
六
年
三
月
）

横
　
濱

工
、
業
懇
話
會

　
文
部
省
の
直
轄
學
校
で
あ
る
か
ら
と
て
、
そ
の
所
在
地
で
、
縣
な
む
市
な
り
か
ら
超
然
と
遊
離
し
て
存
在
す

べ
き
筈
の
も
の
で
な
か
ら
う
。
出
來
得
る
こ
と
な
ら
、
學
校
は
文
化
の
中
心
と
な
り
、
縣
市
民
と
密
接
な
る
關

係
を
持
ち
、
肚
會
的
存
在
の
意
義
を
持
ち
た
き
も
の
で
あ
届
。
そ
こ
で
學
校
創
立
の
ド
サ
ク
サ
も
、
漸
次
緒
に

就
い
た
大
正
十
】
年
⑳
五
月
に
、
市
の
有
志
者
と
協
議
し
て
、
横
濱
工
業
懇
話
會
を
組
織
し
、
そ
の
初
會
を
そ

の
月
の
十
五
日
に
横
濱
銀
行
集
會
所
に
て
開
催
し
た
。

，
襲
起
人
と
し
て
は
、
私
の
外
に
野
村
洋
三
、
渡
邊
利
二
郎
、
富
山
保
、
近
藤
賢
二
、
秋
山
岩
吉
の
数
氏
で
あ



つ
た
。
事
務
所
を
高
工
内
に
置
き
、

る
至
極
簡
箪
な
も
の
で
あ
つ
た
。

庶
務
主
任
の
小
林
長
之
助
君
が
事
務
を
虞
理
し
、
規
約
は
藪
ケ
條
か
ら
成

　
事
業
と
し
て
は
、
毎
月
＋
五
日
を
例
會
日
と
し
、
一
人
の
講
師
を
招
牌
し
、
會
員
一
同
に
て
簡
箪
な
唖
餐
の

後
で
講
演
を
聴
く
の
で
あ
つ
た
。
毎
年
七
・
八
月
の
爾
月
は
休
會
し
、
年
十
回
の
例
會
を
催
し
、
一
．
ク
年
會
費

六
圓
で
講
師
の
謝
禮
を
始
め
、
通
信
料
等
一
切
を
辮
じ
た
。
初
め
の
間
は
會
員
も
少
敏
で
、
経
費
の
不
足
を
生

じ
た
。
か
ム
る
場
合
に
は
、
會
員
關
係
の
會
冠
な
ど
か
ら
、
若
干
の
寄
附
金
を
仰
い
だ
。

　
創
立
當
．
時
の
四
・
五
十
名
の
會
員
は
、
一
ク
年
を
経
過
す
る
と
、
百
名
以
上
に
増
加
し
、
随
つ
て
講
演
の
題

目
も
、
漸
次
工
業
上
の
問
題
よ
り
も
寧
ろ
政
治
経
濟
外
交
軍
事
等
、
範
園
も
廣
く
な
り
、
會
員
も
各
方
面
の
入

士
を
網
羅
し
、
勧
誘
を
せ
す
自
然
に
入
會
を
希
望
す
る
者
績
汝
と
し
て
生
じ
、
終
に
三
百
名
を
越
ゆ
る
に
至
っ

た
。
毎
回
の
出
席
者
も
百
名
を
下
る
こ
と
な
く
、
盛
會
の
時
は
百
五
六
十
名
に
も
達
し
、
銀
行
集
會
所
の
コ
階

大
食
堂
に
盗
れ
、
別
席
を
設
く
る
こ
と
も
度
汝
あ
つ
た
。

　
懇
話
會
は
會
員
に
能
く
理
解
さ
れ
、
會
費
の
集
り
も
至
つ
て
良
好
で
、
或
時
は
九
十
八
パ
」
セ
ン
ト
の
好
成
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四

績
を
納
め
た
。
随
つ
て
経
費
も
潤
澤
に
な
り
、
他
よ
り
寄
附
を
仰
ぐ
必
要
も
な
く
、
會
場
の
銀
行
集
會
所
に
、

特
別
の
演
壇
や
、
必
要
な
地
圖
ま
で
若
干
の
備
品
を
所
有
す
る
様
に
な
つ
た
。

　
然
る
に
昭
和
十
九
年
に
至
り
、
職
雫
は
次
第
に
形
勢
不
利
に
な
り
、
サ
イ
パ
ン
が
陥
落
し
、
空
襲
が
頻
汝
と

な
り
、
一
方
麗
餐
の
準
備
は
、
食
料
制
限
の
た
め
、
こ
れ
叉
困
難
と
な
つ
た
。
そ
の
た
め
そ
の
年
の
十
一
月
の

第
二
百
二
十
四
回
の
例
會
を
以
て
、
一
時
中
絶
す
る
の
飴
儀
な
ぎ
に
立
至
っ
た
こ
乏
は
、
實
に
残
念
至
極
と
云

は
ね
ば
な
ら
な
い
。
二
百
二
十
四
回
と
云
へ
ば
、
二
十
ニ
ク
年
と
四
ケ
月
の
歳
月
で
あ
る
弔
決
し
て
短
い
と
は

云
は
れ
な
い
。
そ
の
間
一
回
だ
に
事
故
停
會
を
し
た
こ
と
が
な
か
つ
た
。
私
も
叉
如
何
な
る
幸
蓮
で
あ
つ
た
か
、

一
回
も
飲
席
を
し
な
か
つ
た
。
二
十
飴
年
の
間
に
は
、
幾
回
も
病
氣
を
し
た
ゆ
、
又
校
用
で
罎
張
も
し
た
が
、

い
つ
で
も
月
の
籾
め
か
、
終
り
か
で
、
定
例
會
日
の
十
五
β
を
避
け
得
た
こ
と
は
、
今
で
も
不
思
議
に
感
ぜ
ら

れ
る
程
で
あ
る
。

、
私
は
工
業
懇
話
會
の
會
員
の
方
汝
に
封
し
て
は
、
一
種
の
親
し
み
を
感
じ
て
居
つ
た
。

は
、
さ
な
が
ら
我
高
工
の
後
援
會
で
あ
る
か
の
様
に
信
じ
、
會
の
爲
に
努
力
す
る
の
は
、

一
方
又
工
業
懇
話
會

恰
か
も
私
が
校
務
に



從
事
す
る
の
愉
快
ざ
と
樂
み
を
畳
へ
た
。
又
講
演
せ
ら
れ
た
名
士
の
方
汝
は
、
我
高
工
の
校
友
の
一
人
と
し
て
、

加
へ
得
た
様
な
氣
が
し
て
嬉
し
か
つ
た
。
昭
和
十
年
私
の
退
職
後
も
、
猫
尉
績
い
て
懇
話
會
の
お
世
話
を
し
た

が
、
私
が
學
校
を
去
つ
て
も
、
こ
れ
が
た
め
學
校
と
の
親
み
が
淺
り
、
私
に
且
樂
し
い
奔
走
で
あ
つ
た
。

そ
れ
が
中
絶
の
止
む
な
き
に
至
つ
た
こ
と
は
、
私
に
は
限
り
な
い
寂
莫
で
あ
つ
た
。

　
終
職
後
世
間
も
段
汝
と
落
ち
付
き
が
出
來
た
の
で
、
會
を
再
興
し
た
が
、
適
當
な
會
場
が
な
い
の
で
、
高
工

の
教
室
を
借
り
、
食
事
な
し
に
始
め
た
。
不
定
期
に
三
回
程
や
つ
た
が
來
會
者
が
至
つ
て
少
薮
で
あ
つ
た
。
會

員
住
所
の
．
不
明
な
も
の
は
、
六
十
名
以
上
に
上
り
、
且
高
工
の
所
在
も
交
通
上
不
便
な
こ
と
も
、
そ
の
原
因
で

あ
っ
た
の
で
あ
ら
う
。
物
債
騰
貴
の
た
め
取
敢
え
す
、
會
費
を
一
ケ
年
三
十
圓
と
し
た
が
、
ま
た
玉
く
間
菰
物

債
が
暴
騰
し
て
、
一
ヶ
年
三
十
圓
の
禽
費
で
は
、
到
底
會
の
維
持
櫃
綾
が
、
困
難
に
な
つ
て
來
た
の
で
、
、
残
念

な
が
ら
當
分
休
止
の
通
知
を
出
し
て
、
工
業
懇
話
會
ぼ
二
百
二
十
七
回
で
終
む
を
告
け
た
形
と
な
り
、
今
日
に

至
つ
た
。
假
令
今
後
復
興
の
氣
運
が
生
じ
て
來
て
も
、
今
年
八
十
歳
の
私
は
最
早
奔
走
の
自
由
が
き
か
な
く
な

つ
た
か
ら
、
誰
か
新
進
氣
鋭
の
人
を
待
つ
よ
む
外
は
な
い
。

燭
五
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、

　
序
な
が
ら
鼓
に
私
は
集
會
所
の
銀
行
家
各
位
に
、
深
甚
な
感
謝
を
表
し
ま
す
。
懇
話
會
は
初
め
よ
り
、
終
り

に
至
る
ま
で
、
銀
行
集
會
所
を
會
場
と
し
た
。
大
震
災
で
集
會
所
が
烏
有
に
蹄
し
た
後
も
、
集
會
所
の
移
韓
先

を
追
つ
て
行
き
、
御
世
話
に
な
つ
た
。
集
會
所
が
本
來
の
所
用
の
時
で
も
譲
歩
し
て
く
れ
た
こ
と
も
あ
つ
た
。

猫
職
局
の
推
移
と
共
に
、
物
資
の
不
足
を
か
も
し
、
毎
回
百
人
以
上
の
食
事
の
準
備
は
、
容
易
な
ら
ぬ
事
で
あ

つ
た
。
こ
の
困
難
を
氣
持
よ
く
、
懇
話
會
の
た
め
に
同
情
的
に
奉
仕
し
て
く
れ
た
の
が
、
集
會
所
の
雇
入
達
で

あ
つ
た
。
町
野
君
や
、
安
藤
君
等
に
感
謝
の
意
を
表
す
る
弐
第
で
あ
る
。

　
術
懇
話
會
の
講
師
と
し
て
、
招
膀
し
た
若
干
の
方
汝
の
芳
名
を
基
げ
ま
す
と
次
の
様
に
な
り
ま
す
。

　
　
井
坂
孝
　
岡
實
　
大
河
内
正
敏
　
有
吉
忠
一
　
深
井
英
吾
　
白
川
義
則
　
中
里
介
山
　
安
達
謙
藏
　
杉
村

　
　
陽
太
郎
　
権
藤
成
郷
　
澤
田
節
藏
　
永
田
秀
次
郎
　
永
井
松
三
　
建
川
美
次
、
白
鳥
敏
夫
　
大
西
瀧
治
郎

　
　
芦
田
均
　
本
多
熊
太
郎
　
徳
富
猪
一
郎
　
團
伊
能
　
佐
汝
木
信
綱
　
鶴
見
詰
輔
　
笹
川
臨
風
　
勝
田
貞
次

　
　
結
城
豊
太
郎
　
石
橋
湛
山
等
の
諸
氏

　
之
等
の
名
士
が
講
演
の
爲
め
來
演
せ
ら
れ
る
た
び
毎
に
、
寒
暑
風
雨
を
論
ぜ
す
、
必
す
横
濱
騒
の
改
札
口
に

送
迎
し
た
。
改
札
口
は
私
に
は
な
つ
が
し
い
思
ひ
出
の
場
所
で
、
今
で
も
．
時
折
Φ
こ
の
改
札
口
を
通
行
す
る
と



當
時
の
こ
と
が
端
な
く
も
思
ひ
浄
ぶ
の
で
あ
る
。

　
猫
之
等
講
師
の
中
に
は
、
軍
人
と
し
て
は
陸
海
軍
の
大
將
叉
は
中
將
も
あ
り
、
外
交
官
と
し
て
は
大
使
公
使

も
あ
り
、
政
治
家
と
し
て
は
、
毫
閣
の
人
も
あ
り
、
そ
の
他
財
界
、
教
育
界
、
丈
藝
科
學
界
等
の
名
士
二
百
幾

名
が
敷
へ
ら
れ
る
。
若
し
そ
の
講
演
記
録
を
作
製
し
た
な
ら
ば
、
優
に
藪
千
頁
の
大
冊
を
な
す
べ
く
A
之
が
一

種
の
百
科
全
書
と
も
な
る
で
あ
ら
う
。
時
の
問
題
を
時
の
人
に
依
て
提
唱
せ
ら
れ
た
、
一
種
の
歴
史
と
し
て
参

照
せ
ら
る
こ
と
で
あ
ら
う
。

高
等
商
業
學
校
と

の
同
居

　
毎
年
六
月
の
横
濱
高
工
と
横
濱
高
商
と
の
定
期
野
球
戦
は
、
、
濱
の
早
慶
職
と
う
た
は
れ
へ
た
い
し
た
人
氣
を

集
め
た
も
の
で
あ
つ
た
。
濱
の
鷹
援
者
を
爾
分
し
て
、
全
く
敵
と
味
方
の
観
が
あ
つ
た
。
併
し
高
商
が
創
立
開

校
の
當
時
を
た
じ
せ
ば
、
全
く
同
胞
の
關
係
に
あ
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
高
商
は
高
工
の
校
含
で
狐
汝
の
聲
を
上
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け
た
の
で
あ
つ
た
。

　
高
商
は
大
正
十
三
年
よ
り
開
校
の
豫
定
で
あ
っ
た
が
、
十
二
年
の
大
震
災
の
爲
め
開
校
が
不
可
能
と
な
つ
た
。

庭
が
全
焼
の
災
に
遇
つ
た
高
工
は
、
バ
ラ
ッ
ク
で
は
あ
る
が
、
新
校
舎
が
出
來
上
つ
た
。
如
何
な
る
行
き
が
か
，

り
で
あ
つ
た
か
、
そ
の
経
緯
は
忘
れ
た
が
、
兎
に
角
高
工
の
バ
ラ
ッ
ク
を
利
用
し
て
豫
定
通
り
開
校
す
る
こ
と

と
な
つ
た
。
高
工
の
バ
ラ
ッ
ク
講
堂
の
片
隅
に
、
校
長
室
と
事
務
所
が
設
け
ら
れ
た
。
高
商
は
教
室
と
黒
板
さ

へ
あ
れ
ば
、
當
分
は
事
飲
か
な
か
つ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
高
商
の
田
尻
校
長
は
偉
大
な
る
髄
格
の
持
主
で
、
私
は
そ
の
反
封
で
面
白
い
封
照
で
毎
日
校
門
を
出
入
し
た
o

當
局
者
の
間
に
も
、
學
生
間
に
も
何
等
の
支
障
を
起
さ
す
、
至
極
平
穏
無
事
に
一
ク
年
も
過
3
し
て
、
新
築
校

舎
へ
引
越
し
た
。
震
災
後
住
宅
難
の
折
柄
高
商
が
家
賃
を
彿
は
す
、
我
汝
の
校
舎
を
使
用
し
て
居
る
事
に
氣
が

つ
く
と
、
淡
汝
無
慾
の
高
工
も
、
一
寸
攣
な
慾
を
起
し
た
。
さ
れ
ば
と
云
つ
て
家
賃
の
請
求
も
出
來
な
い
。
其

塵
で
一
案
を
ね
り
上
げ
た
。
こ
の
案
の
張
本
人
は
的
確
に
は
誰
で
あ
つ
た
か
忘
れ
た
が
、
多
分
大
山
會
計
主
任

で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
其
虚
で
君
の
方
に
は
物
置
が
な
い
か
ら
文
部
省
へ
請
求
し
て
お
作
り
に
な
つ
た
ら
如
何
で



ひ
ぎ
る
。
場
所
と
設
計
ば
當
方
へ
御
任
せ
下
さ
い
と
合
意
の
結
果
、
物
置
を
作
る
こ
と
に
な
つ
た
。
當
時
高
工

に
は
職
員
の
食
堂
が
な
か
つ
た
た
め
、
食
堂
に
な
る
設
計
で
物
置
が
作
ら
れ
た
。
建
築
が
出
凍
上
つ
て
も
、
高

商
に
は
入
れ
る
丈
け
の
物
件
も
な
か
つ
た
。
間
も
な
く
高
商
は
堂
た
た
る
清
水
丘
上
の
新
校
舎
へ
移
り
、
物

置
が
高
工
へ
の
置
土
産
と
し
て
淺
さ
れ
た
。
相
當
な
家
賃
代
り
と
な
つ
た
の
で
、
高
工
も
恵
比
須
顔
で
感
謝
し

た
。
、

　
こ
の
建
築
物
は
粗
末
、
な
バ
ラ
ッ
ク
で
は
な
く
、
立
涙
な
ほ
ん
物
で
職
員
食
堂
と
し
て
使
用
せ
ら
れ
へ
又
學
生

等
の
集
合
所
と
し
て
利
用
せ
ら
れ
、
重
寳
が
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
た
。
又
高
商
が
引
上
け
る
時
に
は
、
こ
の
建

物
の
中
で
送
別
會
を
催
し
、
双
方
の
職
員
が
相
集
り
徴
談
し
て
別
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
際
、
こ
の
様
な
な
ε

や
か
な
會
合
を
、
今
後
一
年
凶
回
位
催
し
て
懇
親
を
重
ね
た
い
と
器
互
に
希
望
を
述
べ
た
の
で
あ
つ
た
が
、
こ

れ
が
最
初
で
又
最
後
に
な
つ
た
て
と
が
頗
る
遺
憾
な
こ
と
で
あ
つ
た
。

四
九


